
ＳＤＧｓ未来都市・横浜について

【SDGs未来都市選定】
国は、SDGsの達成に向けて優れた取り組みを提案する都市「SDGs未来都市」と、そ

の中で特に先駆的な取り組みをする「⾃治体SDGsモデル事業」の募集をし、横浜市は
2018年6⽉に選定されました。

【SDGs未来都市ビジョン】
横浜市は「環境を軸に、経済や⽂化・芸術による新たな価値・賑わいを創出し続ける

都市」の実現をビジョンに、SDGs未来都市⼤都市モデルに挑戦していきます。「環境」
「経済」「社会」の三側⾯から同時解決性の⾼い取組を進めると共に、これらの取組を
つなぎあわせ、相乗効果と、新たな価値を⽣み出すヨコハマSDGｓデザインセンターの
創設を⺠間事業者などと協働で進めていきます。横浜市⺠の多くが居住する郊外部で、
団地の再⽣や、IoT技術の活⽤などによる「住みたい」「住み続けたい」と思えるまちづ
くりを進めます。そして、「脱炭素・循環型社会の構築」に向け、省エネや地域エネル
ギーマネジメントに寄与する住宅の導⼊を推進していきます。

【⼗⽇市場の今後の役割】
SDGs未来都市の実現に向けた「SDGs未来都市計画」において、⼗⽇市場町周辺地域

について、開発業者と街区の開発を進めながら、⼗⽇市場駅を利⽤する市⺠が居住する
広域エリアを含めた魅⼒発信のために、神奈川⼤学と連携し、コミュニティ活動を活性
化する取り組みを実施することがうたわれています。また、ネガワットビジネスなどへ
の参⼊を視野において、エリアマネジメントを通じ住⺠の省エネ⾏動も進め、脱炭素化
に向けハードとソフト両⾯からの省エネ住宅づくりを進めるとなっています。「環境」
「経済」「社会」の三側⾯の好循環を⽣む横浜型⼤都市モデルの取組として⼤いに期待
されます。
SDGs未来都市・横浜を確実に実現し、横浜市の持続的かつ⼼豊かな成⻑につなげてい

くための取組が⼗⽇市場町周辺地域に求められています。

SDGｓ未来都市・横浜 ホームページ：
http://www.city.yokohama.lg.jp/ondan/futurecity/

参考１



参考１ ＳＤＧｓ（持続可能な開発⽬標）とは
2015（平成27）年９⽉の国連サミットで「持続可能な開発のための2030アジェン

ダ」が採択されました。この中⼼にあるのが、⼈類及び地球の持続可能な開発のため
に達成すべき課題と具体的な⽬標として、17のゴール（※）、169のターゲットから
なるＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発⽬標）です。

※ ＳＤＧｓの17の⽬標については、次ページを参照

参考２
政府による「ＳＤＧｓ未来都市」「⾃治体ＳＤＧｓモデル事業」募集の概要・ねらい
「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略2017 改訂版(平成29年12⽉閣議決定）」「ＳＤ

Ｇｓアクションプラン2018」（平成29年12⽉持続可能な開発⽬標（ＳＤＧｓ）推進
本部決定）における「『⽇本のＳＤＧｓモデル』の⽅向性」において、地⽅公共団体
におけるＳＤＧｓの達成に向けた取組の推進が、施策として位置付けられました。
その推進のため、⾃治体によるＳＤＧｓの達成に向けた取組を公募し、優れた取組

を提案する都市を「ＳＤＧｓ未来都市」（29都市）として、中でも特に先導的な取組
を「⾃治体ＳＤＧｓモデル事業」（10事業）として選定しました。



ＳＤＧｓの17の⽬標

あらゆる場所のあらゆる形
態の貧困を終わらせる

飢餓を終わらせ、⾷料安全保障
及び栄養改善を実現し、持続可
能な農業を促進する

あらゆる年齢のすべての⼈々の
健康的な⽣活を確保し、福祉を
促進する

すべての⼈に包摂的かつ公正な
質の⾼い教育を確保し、⽣涯学
習の機会を促進する

ジェンダー平等を達成し、すべ
ての⼥性及び⼥児の能⼒強化を
⾏う

すべての⼈々の⽔と衛⽣の利⽤
可能性と持続可能な管理を確保
する

すべての⼈々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネル
ギーへのアクセスを確保する

包摂的かつ持続可能な経済成⻑及び
すべての⼈々の完全かつ⽣産的な雇
⽤と働きがいのある⼈間らしい雇⽤
(ディーセント・ ワーク)を促進す
る

強靱（レジリエント）なインフラ構
築、包摂的かつ持続可能な産業化の
促進及びイノベーションの推進を図
る

各国内及び各国間の不平等
を是正する

包摂的で安全かつ強靱(レジリエン
ト）で持続可能な都市及び⼈間居
住を実現する

持続可能な⽣産消費形態を確
保する

気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

持続可能な開発のために海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な
形で利⽤する

陸域⽣態系の保護、回復、持続可
能な利⽤の推進、持続可能な森林
の経営、砂漠化への対処、ならび
に⼟地の劣化の阻⽌・回復及び⽣
物多様性の損失を阻⽌する

持続可能な開発のための平和で包
摂的な社会を促進し、すべての
⼈々に司法へのアクセスを提供し、
あらゆるレベルにおいて効果的で
説明責任のある包摂的な制度を構
築する

持続可能な開発のための実施⼿
段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する


